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前
々
号
に
引
き
続
き
本
史
料
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
な
お
今
回
は
掲
載
史
料
が
短
い
の
で
、
一
つ
書
き
ご
と
に
簡
単
な
解
説
を
す

る
の
み
に
留
め
て
お
く
。

　

一
つ
目
は
、
春
調
達
金
四
百
両
の
残
り
二
百
両
を
浅
見
与
兵
衛
よ
り
調
達
し
江
戸
へ
送
っ
た
と
い
う
。

　

二
つ
目
は
、
一
つ
目
の
借
入
証
文
も
送
っ
た
の
で
宜
し
く
取
り
計
ら
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
。
ま
た
こ
の
借
入
金
返
済
は

御
林
の
材
木
等
を
売
り
払
っ
た
代
金
を
引
当
に
考
え
て
い
る
が
、
証
文
は
一
通
り
の
も
の
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

三
・
四
つ
目
は
春
の
定
期
的
な
豊
川
普
請
が
終
わ
っ
た
の
で
、
勘
定
組
へ
提
出
す
る
そ
の
経
費
の
伺
書
を
、
見
積
書
と
一
緒
に

送
る
の
で
、
こ
れ
も
宜
し
く
取
り
計
ら
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
。

　

五
つ
目
は
陣
屋
役
人
で
あ
る
高
橋
忠
右
衛
門
の
妻
が
女
子
を
安
産
し
た
の
で
、
産
穢
休
暇
届
を
賄
方
ま
で
提
出
し
た
と
報
告
し

て
い
る
。

　

六
つ
目
は
、
三
年
前(

天
保
十
一
年)

幕
府
裁
許
状
を
含
め
た
境
争
論
の
絵
図
面
な
ど
を
支
配
村
々
か
ら
差
し
出
さ
せ
江
戸
へ

送
っ
た
が
、
い
ま
も
っ
て
返
却
さ
れ
て
い
な
い
。
村
に
と
っ
て
は
大
切
な
物
な
の
で
心
配
し
て
お
り
、
返
却
を
申
し
出
て
い
る
村

も
あ
る
の
で
、
問
い
合
わ
せ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
用
が
済
ん
で
い
れ
ば
返
却
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
問
い
合

わ
せ
て
い
る
。
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七
つ
目
は
、
三
河
の
天
候
に
つ
い
て
、
日
照
り
と
な
っ
て
お
り
、
村
か
ら
は
溜
池
か
ら
の
放
流
や
雨
乞
い
の
申
し
出
や
、「
う

ん
か
」（

（
（

が
多
い
の
で
「
虫
送
り
」（

（
（

「
百
万
遍
」（

（
（

の
届
出
も
た
び
た
び
あ
っ
て
心
配
し
て
い
た
が
、
こ
の
間
た
び
た
び
雨
も
降
り
無

難
に
す
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
「
う
ん
か
」
は
一
旦
雨
で
打
ち
落
と
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
た
余
程
に
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、

ま
た
「
虫
送
り
」
の
届
出
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

八
つ
目
は
、
陣
屋
役
人
で
あ
る
山
本
甚
兵
衛
が
江
戸
に
戻
る
た
め
、
関
所
通
行
手
形
発
行
を
願
い
た
く
、
家
の
者
の
年
齢
・
髪

形
な
ど
の
調
書
を
江
戸
に
送
る
の
で
宜
し
く
取
り
計
ら
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
。

　

以
上
が
、
本
史
料
の
内
容
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
大
場
泰
斗
・
金
子
由
佳
・
小
島
美
香
・
佐
藤
桃
花
・
陶
山
結
光
・
瀬
野
尾
尭
希
・

安
田
悠
将
が
史
料
翻
刻
と
説
明
文
執
筆
の
た
め
の
資
料
調
査
・
草
稿
作
成
を
行
い
、
史
料
翻
刻
お
よ
び
説
明
文
草
稿
の
と
り
ま
と

め
と
そ
の
最
終
執
筆
を
神
谷
智
が
行
っ
た
。

　

註
（
１
（　

稲
を
枯
ら
す
害
虫
の
総
称
。

（
２
（　

農
作
物
の
害
虫
を
追
い
出
す
祈
祷
行
事
。

（
３
（　

百
万
回
念
仏
を
唱
え
廻
る
こ
と
で
、
害
虫
が
発
生
し
な
い
よ
う
願
う
祈
祷
行
事
。

　
　

夘
九
番

　

以
飛
札
致
啓
上
候
。
先
以

　

殿
様
益
御
機
嫌
能
被
成
御
座
、
恐
悦
御
同
意
奉
存
候
。
當
御
領
中
・
御
陣
屋
向
都

而

相
替
儀
無
御
座
候
。

一
、
當
春
山
本
甚
兵
衛
出
府
之
砌
、
被　

仰
付
候
當
春
調
達
金
四
百
両
之
内
、
弐
百
両

者

六
月
中
差
下
し
、
残
弐
百
両
浅
見
与
兵
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衛
調
達
、
相
納
候

ニ

付
、
則
別
紙
差
出
證
文
之
通
、
今
便
道
中
四
日
限
差
立
申
候
。
着
之
上
御
落
手
宜
し
く
御
取
計
御
納
可
被

　

下
候
。
右
差
出
證
文
本
紙
・
写
共
致
進
達
候
。
御
落
手
可
被
下
候
。

一
、右
金
御
借
入
證
文
取
調
、本
紙
・
写
共
今
便
致
進
達
候
。
御
落
手
宜
し
く
御
取
計
可
被
下
候
。
尤
右
金
御
返
済
方
引
當
之
儀
ハ
、

御
林
御
拂
代
金
を
以
御
返
済
之
積

ニ
者

兼
而

申
談
し
置
候
義

ニ
者

御
座
候
へ
共
、
證
文
面
之
儀

者

一
ト
通

ニ

相
認
メ
申
候
。
御
拂
山
之

儀
取
極
候
上
、
委
細
之
儀
ハ
又
々
可
得
貴
意
候
。
左
様
御
承
知
可
被
下
候
。

一
先
達

而

大
積
書
を
以
相
伺
候
賀
茂
村
大
川
通
春
定
式
普
請
之
儀
出
来

ニ

付
、
御
入
用
御
勘
定
組
伺
書
取
調
、
本
紙
写
共
今
便
致
進

達
候
。
御
落
手
宜
御
取
計
、
御
調
印
之
上
、
御
年
寄
衆
御
證
印
御
取
被
遣
可
被
下
候
。

一
右
大
積
帳
壱
冊
致
進
達
候
。
御
落
手
可
被
下
候
。

一
高
橋
忠
右
衛
門
妻
、
先
月
十
四
日
暁
寅
上
刻
、
安
産
女
子
出
生
致
し
候
。
依
之
定
例
産
穢
引
込
御
届

并

産
穢
明
出
勤
御
届
書
之

儀
ハ
御
賄
中
迄
差
出
し
候
間
、
同
人
ゟ
委
細
御
承
知
可
被
下
候
。

一
去
ル
子
年
中

　

公
邉
御
裁
許
御
裏
書
等
有
之
候
裁
許
状
其
外
地
境
論
所
繪
圖
面等
之
儀
、
當
御
領
分
村
々
ゟ
差
出
さ
せ
、
右
同
年
差
立
申
候
所
、

今
以
御
用
済

ニ

も
無
御
座
候
哉
、
御
返
■

シ
ニ

も
相
成
不
申
候
。
右

者

村
方

ニ

お
ゐ
て
ハ
大
切
な
る
品

ニ
而

、
甚
心
配
致
し
居
候
趣

二
而

、

御
下
ヶ
之
儀
相
伺
候
村
方
も
御
座
候
間
、
此
段
御
問
合
得
貴
意
候
。
右

者

得
貴
意
候
迄
も
無
御
座
候
へ
共
、
御
用
済
御
下
ヶ

二

も

相
成
候
ハ
ヽ
、
早
速
御
返
却
被
下
度
奉
存
候
。
否
哉
貴
答
被
仰
聞
可
被
下
候
。

一
當
春
季
候
之
儀
、
先
便
得
貴
意
候
後
照
方

ニ

相
成
、
追
々
諸
向
水
拂
底

ニ

相
成
、
田
方
も
所
々
干
方

ニ

お
よ
ひ
候
趣

ニ
而

、
溜
池
分

水
并

雨
乞
等
追
々
申
出
、
其
上
う
ん
か
多
く
一
統
心
配
致
し
候
趣
、
虫
送
り

并

百
万
遍
等
之
儀
、
度
々
届
出
候

而

心
配
致
し
候
所
、
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雨
ニ
而

有
之
、
且
ハ
期
も
無
難
静
逸
ニ
相
済

先
つ
此
間
中
度
々
能
降
有〻
之〻
、
田
畑
共
十
分
之
濕

〻
〻

ニ
而

一
統
相
歓
申
候
。
併
う
ん
か
之
儀
者

一
旦
ハ
右
雨
ニ
而

打
落
し
候
所
、
又
々

餘
程
相
見
へ
申
候
趣
ニ
而

、
尚
又
虫
送
り
等〻
届
出
申
候
。
何
卒
格
別
之
儀
無
御
座
候
様
致
し
度
奉
存
候
。
此
段
得
貴
意
候
。

一
山
本
甚
兵
衛
義
追
々
支
度
も
相
整
候
間
、
来
ル
九
月
上
旬
ニ

當
地
出
立
致
し
度
心
組
之
旨
、
就
而
者

御
関
所
御
手
判
之
儀
奉
願
度
、

依
之
家
内
年
齢
髪
形
等
取
調
書
壱
通
差
立
呉
候
様
申
之
、
差
出
し
候
間
、
則
今
便
差
立
申
候
。
御
落
手
宜
敷
御
取
計
可
被
下
候
。

尤
御
年
寄
衆
へ
ハ
別
段
不
申
上
候
間
、
宜
敷
被
仰
伸
可
被
下
候
。

　
右
之
段
為
可
貴
意
、
如
此
御
座
候
。
以
上
。

　
八夘

月
三
日
　
高
橋

　
　
　
　
　
　
橋
本

　
　
石
川
殿

　
入
記

一
浅
見
与
兵
衛
ゟ
御
借
入
金
弐
百
両
　
　
壱
通

　
差
出
證
文
本
紙
・
写         

　
　
　   

壱
冊

一
右
同
人
御
借
入
金
弐
百
両
證
文
　
　   

壱
通

　
本
紙
・
写              

　
　
　
　
　
　 

壱
冊

一
賀
茂
大
川
通
春
（
マ
マ
）定
式組
御
普
請    

　    

壱
通

　
出
来
御
入
用
御
勘
伺
書
本
紙
・
写
　
　
壱
冊

一
右
同
断
大
積
帳                    

　    

壱
冊
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一
山
本
甚
兵
衛
家
内
年
齢　
　
　
　
　
　

壱
通

　

髪
形
等
取
調
書

　

〆
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